
広　報　た　か　や　ま

食中毒が発生しやすい季節です　食品の取り扱いには気をつけましょう

　
市
は
、
自
力
で
の
移
動
が
困
難

な
皆
さ
ん
に
電
動
ス
ク
ー
タ
ー
の

貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
市
街

地
に
お
い
て
行
う
タ
ウ
ン
モ
ビ
リ

テ
ィ
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
県
内
で
初
の
取
り

組
み
で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
３
台
の
電
動
ス
ク
ー
タ
ー
を
高

山
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
市
商
連
）
に
無
償
貸
与
し
、
現

在
事
業
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
動
ス
ク
ー
タ
ー
の
利
用
方
法
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
発
着
場
所
　
本
町
３
丁
目
か
じ

　
橋
駐
車
場

◇
利
用
者
登
録
　
初
回
申
請
時
に

　
登
録
・
１
年
間
有
効
（
協
力
金

　
２
０
０
円
が
必
要
）

◇
利
用
方
法
　
市
商
連
ま
た
は
か

　
じ
橋
駐
車
場
で
使
用
申
し
込
み

　
（
登
録
済
み
の
方
は
事
前
予
約

　
も
可
能
）

◇
貸
出
時
間
　
原
則
午
前
９
時
〜

　
午
後
５
時
（
１
人
２
時
間
以
内
）

◇
走
行
範
囲
　
原
則
市
内
の
商
店

　
街
区
域

◇
対
象
　
運
転
可
能
な
方
な
ら
ど

　
な
た
で
も

◇
利
用
料
金
　
無
料

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
商
連
事
務

　
局
（
　
32
―
２
５
５
０
）

　現在、中山公園球場南側にある中山テニス
コートに夜間照明を取り付ける工事を行って
います。６面あるコートのうち、入口側の３
面が９月17日　から夜間も利用できるように
なります。
　夜間使用申請の受け付けは、10月末までの
使用について８月15日　より行います。
　なお、工事に伴い一部使用できない期間が
ありますので、ご注意ください。
　問合先　生涯学習課（　３５－３１５７）

　白川英樹博士は、電気を通すプラスチック
の発見により、2000年にノーベル化学賞を受

賞されました。
　講演会は、８月３
日　高山短期大学講
堂で開かれ、市内の
中学３年生など約１
０００人が聴講しま
した。講演会では、

ノーベル賞のメダルの裏面にデザインされて
いる「自然の女神のベールを開けようとする
科学の女神」のことに触れ、自身の体験から
自然を知り自然に親しむことで自然に学ぶ楽
しさを知ってほしいと話されました。
　問合先　学校教育課（　３５－３１５４）

会議内容や資料は広く公開しています
　合併推進協議会の資料は、閲覧できます。７月31日の資料に

は、それぞれの協議事項について、現状・幹事会における意見・

課題・方向が記載され、15市町村の比較も添付されています。

　高山市の閲覧場所　市役所１階市民コーナー、図書館

　合併推進協議会のホームページ

　　　　　　　　　　http：//www.hidanet.ne.jp/~gappei/

　
三
福
寺
町
に
建
設
を
進
め
て
い

る
市
営
住
宅
が
10
月
に
完
成
し
ま

す
。
こ
の
新
し
い
市
営
住
宅
は
、

民
間
業
者
が
建
設
し
た
も
の
を
市

が
借
り
上
げ
る
と
い
う
県
内
で
も

初
め
て
の
試

み
の
も
の
で

す
。

　
構
造
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
７

階
建
て
で
、

間
取
り
は
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
ま

た
高
齢
者
や

障
害
の
方
に
も
住
み
や
す
い
全
戸

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
な
っ
て
い

ま
す
。

入
居
者
の
募
集

　
市
は
、
９
月
２
日
　
か
ら
入
居

者
の
募
集
を
し
ま
す
。
募

集
戸
数
は
50
戸
程
度
で
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
１

階
に
つ
い
て
は
、
車
椅
子

を
利
用
さ
れ
る
な
ど
歩
行

困
難
な
方
を
優
先
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
事
前
に

入
居
条
件
や
添
付
書
類
な

ど
を
都
市
整
備
課
で
確
認

の
上
、
所
定
の
用
紙
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
募
集
条
件

　
▽
入
居
予
定
　
10
月
中
旬

　
▽
家
賃
　
所
得
に
応
じ
、
２
万

　
３
９
０
０
円
〜
５
万
２
５
０
０

　
円
程
度
（
共
益
費
と
し
て
別
途

　
約
２
千
円
必
要
）

◇
申
込
資
格

　
▽
所
得
月
額
　
20
万
円
以
下
、

　
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
世
帯

　
は
26
万
８
千
円
以
下

　
▽
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

◇
申
込
期
間
　
９
月
２
日
　
〜
10

　
日
　
（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８

　
時
30
分
〜
午
後
７
時
）

▼
申
込
・
問
合
先
　
都
市
整
備
課

　
　
　
　
（
　
35
―
３
１
７
６
）

　市は、市民の皆様に市政に対する理解を深
めていただこうと、施設などを見学する「市
民施設めぐり」を毎年行っています。
　今年は、９月19日　に、全国和牛能力共進
会の会場（清見村）や資源リサイクルセンター
などを見学します。午後１時に市役所に集合
し、午後５時ころに解散の予定です。参加費
は無料です。
　参加を希望される方は、はがきに「市民施
設めぐり」と明記し、住所・氏名・電話番号
を記入の上、９月４日　必着でお送りくださ
い（１枚のはがきに２人まで）。定員（80人）
を超えた場合は抽選となります。
　申込・問合先　企画課 （　３５－３１３４

完成予想図完成予想図完成予想図

講演される白川博士講演される白川博士講演される白川博士

　
７
月
31
日
に
第
３
回
飛
騨
地
域
合
併
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
合
併
後
に
お
い
て
各
市
町
村
住

民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
「
地
域
審
議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
地
方
税
な
ど
住
民
の
負
担

を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
統
一
を
原
則
と
す
る
こ
と
な
ど
の
方
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
15
市
町
村
に
よ
る
合
併
推
進
協

議
会
で
は
、
合
併
す
る
に
あ
た
っ

て
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
事
項

を
協
議
し
ま
し
た
。

　
幹
事
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
た

協
議
に
よ
り
、
左
表
の
と
お
り
調

整
の
方
向
を
確
認
し
、
今
後
は
こ

の
方
向
に
沿
っ
て
検
討
や
調
整
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
し
た
場
合
の
財
政

に
関
す
る
推
計
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
特
例
法
に
よ
っ
て
、
平
成
17

年
度
か
ら
の
10
年
間
に
合
併
特
例

債
の
５
９
６
億
円
を
投
資
的
経
費

と
し
て
盛
り
込
み
、
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
こ
と
と
し
推
計
し
て
い
ま

す
。

　
次
の
合
併
推
進
協
議
会
は
、
８

月
29
日
　
午
後
３
時
か
ら
、
市
役

所
５
階
全
員
協
議
会
室
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
開
始
15
分
前
ま
で
に

直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

定
員
（
20
人
）
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　
飛
騨
地
域
合
併
推
進
協

　
議
会
事
務
局 

（
　
35
―
３
１
８
４

合併推進協議会で確認された方向
項　　　目 内　　　　　　　容

組　　　　　　織

特 別 職 の 職 員

一 般 職 の 職 員

条　　　　　　例

一部事務組合等 (注２)

町名、字名、自治会組織

・支所または出張所を設置する。
・関係市町村全てに地域審議会 (注１) を設置する。

・常勤の特別職 (市長、助役、収入役、教育長) は、各１名とする。
・監査委員は３名とし、常勤制度について検討する。

・新市の行政事務が円滑に行えるように調整し、住民生活に支障が生じないよう整備を行
　う。

・原則として新市に引き継ぐ。ただし、公社等については統廃合を行う。

・現在の市町村名および町名などについては、何らかの方法で残す。

・新市に引き継ぐ。(注3)

・統一を原則とするが、やむを得ない場合は不均一課税とする。

・可能な限り統一する方向で検討し、 一本化を図る。

・高山・大野広域連合と吉城広域連合を統合する。

・職員は新市に引き継ぐが、新たな勧奨退職制度を設けるなど、適正配置に努める。
・給与については、10年程度で段階的に是正する。

・保険料などについては、統一を原則とするが、やむを得ない場合は不均一課税とする。
・出産・葬祭費などは、当分の間現行どおりとするが、 統一された段階で調整する。
・直営の診療施設は、当分の間現行通りとするが、施設の統廃合について検討する。

財産及び地方債

地　　方　　税

使用料・手数料

国民健康保険制度

介 護 保 険 制 度

(注１)　合併後に旧市町村それぞれの区域住民の意見を反映するため、合併後

　　　  の市長から諮問を受け、または必要に応じて市長に対して意見を述べ

　　　  ることができます。

(注２)　介護保険やし尿処理など市町村事務の共同処理組織である一部事務組

　　　  合、公社、第３セクターなどです。

(注３)　平成12年度末現在、基金残高は320億円（内高山市75億円）です。全

　　　  会計の地方債（自治体の借金）は、地方交付税（国からの補てん分）

　　　  算入後の実質残高は675億円（内高山市282億円）です。


